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論文内容の要 t::. 目
高等植物のポリアミンの分解経路に関わる酵素としてマメ科植物のジアミン酸化酵素とイネ科植物のポ
リアミン酸化酵素が知られており，また最近，イネ科の大麦とトウモロコシでジアミン駿化酵素も報告さ
れている。筆者はイネ科の粟からジアミン酸化酵素を部分精製し本酵素の某質特巽性を調べた結果.ジア
ミノプロパンが最適な基質であることを明らかにした。次に粟のアミノアルデヒド脱水素酵素を部分精製
し本酵素がアミノプロピオンアルデヒド.ピロリン，ジアザピシクロノナン等を駿化し，ベーターアラ
ニン， GAI3A，アミノプロピルピロリジノネにする性質を有するNAD依存性の酵素であることを明らか
にした。以トの結果から粟のポリアミン代謝経路はポリアミン酸化酵素，ジアミン酸化酵素，そしてアミ
ノアルデヒド脱水素酵素の3種により.プトレシンはピロリンを経てGAB八に代謝され.スペルミジンと
スペルミンはジアミノフ。ロノ寸ンとピロリン，ジアザビシクロノナンを車韮てベーターアラニン， GABAおよ
びアミノプロピルピロリジノネにまで代謝されうることを明らかにした。一方，マメ科のエンドウからの
ジアミン酸化酵素は今までジアミノプロパンは酸化しないと考えられていたが，今回精製して検討した結
果，基質にはなりうるが生成物であるアミノプロピオンアルデヒドが不吋逆に酵素と結合して失活させる
自殺基質であることを明らかにした。またエンドウからもアミノアルデヒド脱水素酵素を部分精製してそ
の諸性質を調べた結果，粟と同様の基質特異性を;]，した。エンドウにはポリアミン際化酵素は検出されず，
ポリアミンであるプトレシン.スペルミジン，スペノレミンはジアミン酸化酵素とアミノアルデヒド脱水素
静素により，ピロリン，ジアザ、ピシクロノナン，アミノプロピルジアミノブタンプロピオンアルデヒドを
経て， GARA，アミノプロピIレピロリジノネ，アミノプロピルジアミノブタンプロピオン厳にまで代謝さ
れうることを明らかにしたのこれらの結巣より，単子葉植物の粟と双子葉植物のエンドウのポ 1)アミン代
謝経路の違いを示した。
論文審査の結果の要旨
生物界にはポリアミンとして，プトレシン.スペルミジン及びスペルミンが普遍的に存在し，これらの
ポリアミンが牛ー物の生存に必須であることが知られているが.その生理的役割は今だ明かではない。高等
植物の場合，その役割を解明するためにイネ科のポリアミン酸化酵素とマメ科のジアミン椴化酵素が詳し
く調べられており，また最近イネ科でジアミン酸化酵素が報告されている。イネ科ではスペルミジンとス
ペルミンはポリアミン酸化酵素で分解されて両基質からジアミノプロパンがそしてそれぞれピロリンと
ジアザピシクロノナンが生成する。一方マメ科のジアミン酸化酵素の場合プトレシンとスペルミジンから
それぞれピロリンとジアザビシクロノナンが生成するが，高等植物のこれらポリアミン分解産物のその後
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の代謝経路は不明であった。本研究ではイネ科のアワとマメ科のエンドウをもちいてポ 1)アミンの代謝経
路に関わる酵素を精製してその性質を調べている。今まで高等植物のジアミン般化静業はジアミノプロパ
ンを酸化しないとされてきたが，今回アワからジアミン酸化酵素を部分精製し本酵素がジアミノプロバ
ンをアミノプロピオンアルデヒドに酸化することを示したc次にこのアルデヒドをさらにベーターアラニ
ンに酸化するアミノアルデヒド脱水素酵素を見いだし，部分精製しその性質を明らかにしている。そして
本酵素がピO 1)ンやジアザピシクロノナンも酸化することを示した。一方，エンドウのジアミン酸化酵素
はジアミノプロパンが自殺基質になることを新たに明らかにしている。またエンドウからもアミノアルデ
ヒド脱水素酵素を部分精製L，アワと同様の某質特異性をもっ酵素で、あることを明らかにした。
以上のように，本論文は高等植物のイネ科とマメ科のポリアミンの酸化酵素による生成物のその後の代
謝経路を明らかにし生体内のポリアミン量の調部機構を解明するための草要な貢献をしており，博士
(理学)の学位を授勺-するに値すると審査した。
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